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1.はじめに これまでの歩み1.はじめに

本学は、平成24年に男女共同参画推進室を設置して以来、
学内の男女共同参画意識の醸成と共に、女性研究者の仕事と

ライフイベントの両立支援に取組んできました。

そして、平成25年には文部科学省の｢女性研究者研究環境
活動支援事業｣に採択され、3年間の事業に取組んだ結果、

女性教員比率の上昇につながりました。

こうした取組みが評価され｢文部科学省平成30年度
科学技術人材育成費補助事業ダイバーシティ研究環境実現

イニシアティブ(先端型)｣に採択されました。

～ これまでの歩み ～

令和６年度より「男女共同参画推進室」と「障がい学生支援
室」の２つの取り組みを推進するための組織として「DE&I推

進センター」を設置しました。
。



２. 組織体制



２. 組織体制

・男女共同参画週間
・男女共同参画集中講義
・出前講座
・情報交換の場作り
・情報発信
・セミナー・シンポジウム開催
・男女共同参画意識調査

意識啓発

連携機関

地域創生推進機構
大学教育推進機構
栃木県・各市町男女共同参画課
栃木県男女共同参画センター

・キャリアパスプログラム
①研究力向上支援
②研究遂行支援
③海外派遣・短期留学制度
④上位職登用施策
⑤トップリーダー研修

・女性研究者ネットワーク形成による共同研究の推進
・女性教員採用特別制度の運用
・外部資金獲得支援
・海外派遣制度の拡充
・帰国後の研究フォローアップ＆成果報告会
・トップリーダー研修会の開催

女性リーダー育成

・産後休暇や育休後の復帰支援
・一時託児支援
・研究補助員制度
・ワークライフバランスの推進
アンケート・聞き取り調査
・次世代育成支援にかかわる諸制度
の運用
・ベビーシッター制度の新設
・メンター派遣制度

職場環境

連携機関

まなびの森保育園

・旧姓・通称使用等の取扱いの整備
・「たれでもトイレ」の設置
・男女共同参画週間の開催
・各種セミナーの開催
・相談窓口の設置

LGBTQA

相談窓口 （専任アドバイザーによるカウンセリング・情報提供・アドバイスなど）

相談連携機関

全国ダイバーシティネットワーク組織
JASSO
栃木県警
ハラスメント防止委員会
保健管理センター
学生相談・発達障害相談
キャリア教育・就職支援センター
栃木県・各市町男女共同参画課
栃木県男女共同参画センター
NPO ウイメンズハウスとちぎ

情報交換等

地域デザイン科学部・国際学部・教育学部・工学部・農学部・学内共同施設・大学教育推進機構・地域創生推進機構

令和６年度より「男女共同参画推進室」と「障がい学生支援室」の２つの取り組みを発展的に統合させ
多角的に推進するための組織として「DE&I推進センター」を設置しました。
今後も男女共同参画推進室では、女性教員の増加、各職階で女性の占める割合を向上させるため、積極的に行動します。
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宇都宮大学は、SDGｓを推進するとともに、学内における男
女共同参画、女性活躍推進にも積極的に取り組んでいます。

１．意識啓発

２．職場環境整備

３．次世代育成

４．ネットワークシステムの構築

５．連携事業

３．男女共同参画推進室の取組み
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毎年、『宇都宮大学男女共同参画週間』を実施しています。
期間統一企画は『ノー残業デー推進週間』と『ワークライフバランス・一般相談』とし、個々の多様
性が尊重され、誰もが自分らしく活躍できる職場となるための意識啓発のセミナーを開催しています。

学内における男女共同参画週間の実施

・GAKUCHOTALKにおいて、学長と工学部
女子大生・院生とティータイム。
現在の状況、要望など、意見交換をしました。
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◆2014年度〜2018年度

「男女共同参画社会を生きる」

◆2019年度〜現在

「ダイバーシティ社会の中の男女共同参画」

「ダイバーシティ社会の中の男女共同参画」（フィールドワーク編）

男女共同参画授業の開講（基盤教育科目）

・外部講師（車椅子とマイノリティ地方議員）を招
いた授業風景（2022）

・済生会病院へのフィールドワーク 地域連携事業の取組み等について
説明を受けている様子（2022）

・パルティへのフィールドワークにおいて事業内容の
取組み等について説明を受けている様子（2022）
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10周年記念誌

「宇都宮大学男女共同参画推進室10年のあゆみ」を発行（2023年6月）しました。

職員対談や教職員の声などを特集し、オリジナルティに溢れた10周年記念誌になりました。
下記のURLから是非、ご覧ください。
http://diversity.utsunomiya-u.ac.jp/pdf/10syuunennkinennsi.pdf
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宇都宮大学は、SDGｓを推進するとともに、学内における男
女共同参画、女性活躍推進にも積極的に取り組んでいます。

１．意識啓発

２．職場環境整備

３．次世代育成

４．ネットワークシステムの構築

５．連携事業

３．男女共同参画推進室の取組み
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本学に雇用されている全教職員（常勤・非常勤問わず）を対象に、教職員の育児と就労
の両立を支援するため、『ベビーシッター派遣事業割引券』を発行しています。
※令和５年度 １０月予算上限のため終了

内閣府ベビーシッター派遣事業の導入

出産・育児または介護に携わる研究者に対し、研究時間を確保し、研究時間を確保する
ために、研究補助員制度を実施しています。

研究補助員制度の実施

オープンキャンパス、大学入学共通テスト業務などの
実施に伴い、仕事と生活の両立を支援することを目的
として、業務時間内の託児利用料金を一部補助してい
ます。

託児支援

両立支援（育児・介護と仕事）のためのサポート体制の充実

・キャンパス内にあるまなびの森保育園
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相談窓口・サードプレイス

相談窓口の設置
メール、電話、対面にていつでも相談ができるように窓口を設置しています。

推進室では、男女共同参画に関する書籍をそろえてい
ます。相談者はもちろん、教職員や学生が気軽に足を
運び利用できます。「学内でのサードプレイス」とし
て利用できる場として活用されています。
そこから、相談につながるケースも出てきています。

サードプレイス
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宇都宮大学は、SDGｓを推進するとともに、学内における男
女共同参画、女性活躍推進にも積極的に取り組んでいます。

１．意識啓発

２．職場環境整備

３．次世代育成

４．ネットワークシステムの構築

５．連携事業

３．男女共同参画推進室の取組み
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対面でのリケジョカフェ開催！令和６年度も多くの高校生に参加していただきました。
本年度は昨年を大きく上回る女子高校生の参加となり、理系進学への注目度は、男女問わず非常に高まっていること
を感じました。

大学生、大学院生は、自身の研究発表だけではなく、1人暮らしの生活、陽東キャンパスに新設された女子寮、サー
クル活動、受験勉強について高校生の質問に丁寧に答えていました。
少人数グループに分かれたことで、アットホームな雰囲気で高校生も質問しやすかったようです。

理系女子大学生、院生による「リケジョカフェ」の開催

・陽東キャンパス工学部の様子
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宇都宮大学は、SDGｓを推進するとともに、学内における男
女共同参画、女性活躍推進にも積極的に取り組んでいます。

１．意識啓発

２．職場環境整備

３．次世代育成

４．ネットワークの活用

５．連携事業

３．男女共同参画推進室の取組み
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ネットワークを活かしたサポート

ネットワークシステムの構築

◆メンター制度

女性研究者や女子大学院生が抱える諸問題について先輩研究者が自身の経験、知識や

ネットワーク等を活かして助言を行う制度です。

◆宇都宮大学子育てサークル「宇～わん」

2021年4月発足

現在、学部を超えてサークル参加者が少しずつ増加しています。

不平不満を共感しあう場ではなく、働く環境を自身で改善して

いける建設的な話し合いの場となるようサポートしています。 宇～わん

マスコットキャラクター

ONE

輪
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宇都宮大学は、SDGｓを推進するとともに、学内における男
女共同参画、女性活躍推進にも積極的に取り組んでいます。

１．意識啓発

２．職場環境整備

３．次世代育成

４．ネットワークシステムの構築

５．連携事業

３．男女共同参画推進室の取組み
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栃木県・宇都宮市や県内団体との地域連携事業への積極的参加

2023年10月1日 宇都宮市主催 イベント基調講演の様子

➢ フェスタインパルティへの参加
（2020年から毎年11月）

➢ 地域との連携
「地域に学び、地域に返すをモットーとする
宇都宮大学では、地域貢献を重要な指名に位
置づけ、県内の様々な機関、団体などと連携
を取りながら事業を進めています。

➢ 学生との連携
男女共同参画推進室では、男女共同参画に

関わる活動をしている学生や学生団体をサ
ポートしています。

2023年6月24、25日に開かれた先進7か国（G7）男女共同参画・女性活躍担当相会合をうけて、性別役割意識の
変革の必要性などを訴える共同声明「日光声明」が採択されたことを受け、下野新聞開催の「G7日光声明雑談
会」等、様々な地域連携事業に積極的に参加し、取組を行っています。
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女性教員採用の加速化

研究力向上のための重層的支援

リーダー育成対策の拡充

◇宇都宮大学教員人事方針「女性の若手教員を優先する」

◇公募要領への記載「業績が同等の場合は女性を優先して採用」
◇女性限定公募「学長戦略経費による女性教員採用特別制度」

◇女性キャリアパスプログラムを更新して研究力の底上げに資する

諸活動ならびにリーダーシップ向上力策を展開
◇その成果を女性教員の上位職への昇進というアウトカムに結実

目標1→女性教員比率 21％
目標2→女性教員採用比率 30％（H30～R5年度の平均）

目標3→女性教員上位職階比率の向上（教授等18％,准教授等21％）
目標4→女性教員海外派遣制度の拡充

◇管理職に必要な情報・スキルについて学ぶための女性教員対象

リーダーシップ・プログラムの開発と実施

目標5→大学運営に関わる女性比率の向上（現状15％の維持向上）

女性教員の研究力向上とリーダー育成（令和5年度）
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女性教員数は増加傾向ですが、依然低い状況です。

H29年度～令和5年度 女性教員比率

63 63 68 69 66 66 65

286 280 267 268 262 261 259
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H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

女性採用者数

（自然科学系）
全体採用者数

2（１）
13

5（1）
11

8（2）
13

3（2）
16

2（1）
8

4（2）
14

3（1）
12

女性採用比率
(％) 15.4 18.8 25.0 28.6 25.0

女性教員５名の
うち１名（自然
科学系）は、女
性教員採用特別
制度による。

女性教員８名の
うち６名（自然
科学系２名を含
む）は、部局独自
の女性限定公募
による。

女性教員４名の
うち１名（自然
科学系）は、女
性教員採用特別
制度による。

採用比率 6年間平均 34.1％

新規採用教員における女性教員採用比率
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令和5年度までの女性教員上位職階比率

※上位職とは准教授以上の職階のことです。

文系に比べて理系の女性教員数は、10％に満たない状況です。
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令和5年度までの大学運営に関わる女性比率
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女性教員海外派遣制度の拡充

■平成30年11月

「女性研究者海外派遣制度に関する要項」制定

■令和３年６月

「女性研究者海外派遣制度に関する要項」廃止

■令和3年7月

「宇都宮大学３C基金女性研究者海外派遣助成金支給
要項」制定

■海外派遣者

平成30年度 1名

令和元年度 10名

令和2年度 9名（オンライン）

令和3年度 3名（オンライン）

令和4年度 4名

現在No.4作成中
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女性教員海外派遣報告会＆女性リーダー育成セミナー

女性リーダーを増やすためには、 女性リーダーが生まれる
環境を確保することが必要ですが、 大学において女性リー
ダーが生まれる環境とは具体的にどのようなことなのか。
また、女性自身に必要な事柄はどのようなことなのかをセ
ミナーを通して、再確認します。

女性リーダー育成セミナーの開催

女性研究者海外派遣制度を利用した派遣者による研究成果
報告会を実施しています。

海外派遣報告会の実施

・海外派遣者による発表資料より一部抜粋
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キャリアパスプログラム

http://diversity.utsunomiya-u.ac.jp/doc/report02.pdf

研究者が研究力を向上させ成果を上げるための課題を探り、
キャリアアップに向けた施策、そして今後の取組みに示唆
を得るために実施しました。

研究力向上に関するアンケート調査の実施

研究力向上に関するアンケート
調査結果をもとに、女性研究者
が研究力を向上し、キャリアア
ップをできるために必要な取組
み等を可視化しました。

キャリアパスプログラムの作成



ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ(先端型) 事業結果概要 6年間(H30～R5)

事業の目標 目標値 R5実績

目標1 女性教員比率 21% 20.1%

目標2
女性教員採用比率(6年平均)
(うち自然科学系を半数)

30%
34%

(自然科学系9名/25名)

目標3 上位職階比率
教授等18%
准教授等21%

教授等：19.1%
准教授：16.7%

目標4 女性海外派遣制度の拡充 ー
延べ31名派遣
(うち8名昇任)

目標5 大学運営に関わる女性比率向上
12.2%

（H29実績）
18.4%

⚫ ワークライフ・バランス相談
⚫ 研究補助員制度
⚫ 託児支援
⚫ ハラスメントセミナー
⚫ 学長と女性研究者の意見交換会

⚫ 女性教員の海外派遣
⚫ 海外派遣者メンターの活用
⚫ キャリアパスプログラムの実施と改善
⚫ 英語によるプレゼンテーションセミナー
⚫ 科研費獲得セミナー
⚫ 公開シンポジウム
⚫ 女性リーダー育成セミナー

⚫ 教員公募における女性応募者促進策
• 教員人事方針で「女性の若手教員を
優先する」旨を決定

• 公募要領で業績が同等の場合は，女
性を優先して採用する旨を記載

⚫ 女性限定公募

⚫ 学内業務の一部免除
⚫ 研究復帰などを支援するメンター派遣制

度
⚫ 子育てサークル「宇～わん」

⚫ リケジョカフェ・工学ナビの開催
⚫ 理系女子大学生による活動報告
⚫ 理系女子学生と学長の意見交換会
⚫ 理系女子学生のキャリアに関するアンケー

ト
⚫ 女子学生を対象としたキャリア相談

⚫ 外部委員による評価や改善意見
• 栃木県人権・青少年男女参画課
• とちぎ男女共同参画財団
• 宇都宮市男女共同参画課
• 大学教授

（5）女性研究者の裾野拡大

（2）研究力強化と上位職登用 （3）ポジティブ・アクション（1）研究環境整備

（4）復帰・復職支援 （6）外部アドバイザリーボード委員会

⚫ 教員任用方針として，女性の若手教員を優先して採用
することを決定（令和3年8月）

⚫ 「女性教員採用特別制度」のインセンティブを見直し，工
学部で実施

⚫ テニュアトラック期間中の昇任について規程整備（令和4
年12月）

⚫ 業績が同等の場合，女性を優先して昇任させるように通
知（令和6年6月）

事業遂行者（特任教員 1名，事務補佐員 1名）：人件費 41.7百万円
海外派遣事業に係る経費分 70百万円（補助金 64.3百万円，学内予算 5.7百万円）
その他の事業に係る経費分 7.9百万円

未達成

一部
未達成

一部
未達成

達成

達成

教員比率，自然科学系の採用比率

上位職比率（准教授）

⚫ 採択率
H29:15.6％
→ R3:45.5％

⚫ 一人当たり新規直接経費額
H29:3.1百万円
→ R4:6.3百万円

R5:4.6百万円

女性教員の科研費採択

⚫ 学部
H29:27.2％ → R6:29.9％

⚫ 大学院
H29:14% → R6:22.7％

自然科学系の女子学生比率

未達成の目標への対応

目標以外への波及効果
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キャリアパスプログラムの運用と改善

ニーズにあった教育・環境の実現

研究力向上と上位職への意識醸成

ポジティブアクションの実施継続

女性研究者の裾野拡大

今後の進め方について



29

＜地域の知の拠点＞を目指す本学は、あらゆる場でのダイバーシ

ティ環境を整備し、一人ひとりがどのライフステージにおいてもそ

の個性と能力が存分に発揮できるよう発展させて参ります。

今後とも皆様の一層のご支援とご協力を賜りますようよろしくお願

い申し上げます。

ダイバーシティ研究環境推進本部の具体的な取り組みは
ホームページからご覧いただけます。
https://www.dei.utsunomiya-u.ac.jp/


